開催趣意書（案）
わんぱく相撲東京都大会実行委員会
実行委員長（予定者）川端　宏志
1977年より実施されている「わんぱく相撲」は、本年「第２２回わんぱく相撲東京都大会」「第２６回わんぱく相撲全国大会」開催の運びとなりました。　「わんぱく相撲」は、地域社会に深く根付いた青少年健全育成事業として、各地区において予選会を行っており、本年度「第２２回わんぱく相撲東京都大会」を主管する私たち（社）調布青年会議所においても、24回大会を数えることとなっております。相撲という国技を通して、参加した多くの子どもたちが「努力すること」「他人を思いやる心」そして「礼節」を学んできました。
「わんぱく相撲東京都大会」は、（社）東京青年会議所が行う「わんぱく相撲全国大会」の都道府県予選としての位置づけですが、東京ブロック協議会に所属する青年会議所が主催する各地区予選会を子どもたちは勝ち上がり、この「東京都大会」に挑む姿は真剣そのものです。「東京都大会」で優勝することにより、夢の国技館へ出場することを目標に心を膨らませた子どもたちが集まり、真剣勝負を行っていくのです。
私たち（社）調布青年会議所は、そのような気持ちを抱いて挑む子どもたちと、同伴する大人達の真剣な思いを大事に受け取り、以下の４点に重きを置き、「東京都大会」を主管いたします。
１、スポーツとしての相撲を通じ、礼を学び、努力することや思いやり等社会生活に必要な心を育む大会
２、「真剣に夢や希望をもつ心」を育む大会
３、真剣勝負を通して勝つ喜びや負ける悔しさを感じ豊かな心を育む大会
４、「東京都大会」を主管する青年会議所としての誇りを持ち、「調布のよさ」を感じて頂けるような大会
本年、私たち（社）調布青年会議所は、創立４０周年を迎えます。創立４０周年を記念した事業の一環である「わんぱく相撲東京都大会」を主管するに当たり、ご来場下さる全ての方々に「感謝の気持ち」と「おもてなしの心」をもってお出迎えいたします。
